






































ムの中に存在するものとして理解できる。 図 1 資源関係論の説明枠
屋久島で起こったさば節作りに用いる薪の不足について考察する際、単一資源に森林を選んだ理論
的枠組みによれば、不足の原因はスギの人工造林あるいは共有林組合の森林管理の実践性の問題とな
る。しかし二つの資源利用枠組みを用いて、過去にさかのぼって事象を観察した場合、不足の原因に
はもう少し複雑な説明が必要となる。サノくの漁獲が減少せずに豊かなままであれば、それは一定の広
葉樹林を保全するインセンティブとなり得たかもしれない。
生活を営む上での戦略とは社会的であり、同時に風土的なものである。離島における伝統的な生業
はその意味で風土依存的である。それゆえ、生態系を改変することは、地域社会の生存戦略の撹乱に
なり得る。離島においてそれが特に顕著であることが薪の不足の意味である。
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